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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期
第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期
第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

第32期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 2,702,5212,556,6351,397,3881,119,5485,744,075

経常利益（千円） 628,954 659,257 306,368 239,0581,047,368

四半期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
330,164 354,213 153,205 110,549△180,185

純資産額（千円） － － 7,639,8787,296,3327,208,899

総資産額（千円） － － 8,704,2738,043,7548,215,790

１株当たり純資産額（円） － － 734.40 734.98 710.02

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）

（円）

31.28 35.38 14.60 11.13 △17.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
  　　－ － － － －

自己資本比率（％）      － 　　　  　－ 87.8 90.7 87.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
119,549 722,600 － － 638,634

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△107,842 833,264 － － △413,893

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△297,583△270,990 － － △529,977

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 4,644,7695,874,7774,602,025

従業員数（人） － 　　　　　　－ 68 69 67

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第32期第２四半期連結累計（会計）期間及び第33期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第32期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期

純損失であるため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 69 (32)

　（注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者は除き、グループ外からの出向者、契約社員を

含む。）であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を(　)外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 55 (31)

　（注）　従業員数は就業人員（契約社員を含む。）であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を(　)外数

で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

モバイルコンテンツ事業（千円） － －

モバイルコマース事業（千円） 2,072 ＋32.4

パッケージソフトウェア事業（千円） 55,676 △79.2

合計（千円） 57,748 △78.5

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　受注状況において記載すべき事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

 
前年同四半期比（％）

 

モバイルコンテンツ事業（千円） 970,915 △3.5

モバイルコマース事業（千円） 89,769 △35.0

パッケージソフトウェア事業（千円） 58,863 △76.8

合計（千円） 1,119,548 △19.9

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績

の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

なお、㈱ＮＴＴドコモに対する販売実績及び京セラコミュニケーションシステム㈱に対する販売実績は当社

グループが㈱ＮＴＴドコモのｉモードサービス及びＫＤＤＩ㈱のＥＺｗｅｂを介して行う有料情報サービ

スの利用者（一般ユーザー）に対する情報料の総額であり、㈱ＮＴＴドコモ及び京セラコミュニケーション

システム㈱が、当該情報料の回収代行を行うものであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱ＮＴＴドコモ 717,813 51.4 685,247 61.2

京セラコミュニケー

ションシステム㈱
－ － 123,994 11.1

（注）前第２四半期連結会計期間における京セラコミュニケーションシステム㈱向けの売上高は、総　

　　　販売実績に占める割合が100分の10未満でしたので記載を省略しております。

　　　　３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）経営成績の分析

  当第２四半期連結会計期間の国内経済は、海外経済の改善を背景に、景気の持ち直しの動きがあるものの、企業収益

は大幅な減少が続き、失業率が高水準にあるなど、先行きは不透明であり依然として厳しい状況にあります。

  当社グループの主力事業であるモバイルコンテンツ事業を取り巻く環境につきましては、電気通信事業者協会の調

べにおける平成21年９月末現在では、携帯電話の契約数は109百万台（前年同期比4.6％増）となっており、その内、第

三世代携帯電話の契約数は104百万台と全体の契約数の95.2％を占めております。

　このような経営環境下におきまして、景気動向を考慮しながら、中長期的な経営基盤を強固にすることを目指して、

既存事業の拡大と新規事業の推進を当連結会計年度の経営方針としております。

　既存事業では、引き続き、キャラクター、教育関連などのコンテンツを複数事業で活用する事業間シナジーを図って

おります。また、新規事業では、前連結会計年度に開始した投資教育事業の事業化へ向けたマーケティング活動を行っ

ております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高1,119,548千円（前年同期比19.9％減）、営業利益235,836千

円（前年同期比28.0％減）、経常利益239,058千円（前年同期比22.0％減）、四半期純利益110,549千円（前年同期比

27.8％減）となりました。

　なお、事業別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

（モバイルコンテンツ事業）

　モバイルコンテンツ事業におきましては、キャラクター分野の有料サイトに注力するとともに、新規サイトの立ち上

げにも努め、人気上昇中のキャラクターのサイト「かものはしかも。」を始めとして「えもじStyle」「スペラン

カー」など８サイトを新たにサービス開始しました。また、収益性の向上を図るため、不採算サイトの統合・閉鎖を行

いました。

　上記の結果、有料・無料を合わせたサイト数は、平成21年６月末から２サイト増加した108サイトを運営しておりま

す。業績においては、売上高975,415千円（前年同期比3.3％減）、営業利益347,380千円（前年同期比2.2％減）となっ

ております。

（モバイルコマース事業）

　モバイルコマース事業におきましては、前連結会計年度に引き続き、キャラクターを取り扱った、モバイルサイト上

でのグッズ販売とライセンス及びセールスプロモーションビジネスを行っております。

　上記の結果、売上高90,537千円（前年同期比38.0％減）、営業利益1,221千円（前年同期比92.0％減）となっており

ます。

（パッケージソフトウェア事業）

　パッケージソフトウェア事業におきましては、家庭用ビデオゲーム機のニンテンドーDS及びWii向けのパッケージソ

フトを中心として、「Open！ Study」、「Enjoy！ Diet」のユーザーへの浸透を図っております。

　上記の結果、売上高58,905千円（前年同期比77.9％減）、営業損失12,120千円（前年同期は65,223千円の営業利益）

となっております。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、5,874,777千円と第１四半期連結

会計期間末より232,092千円の増加となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況及びこれらの要因は次のとおりであります。

　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は339,314千円（前年同期比179.6％増）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益234,475千円及び法人税等の還付額239,805千円の増加要因があったものの、

未払金の減少額111,011千円の減少要因があったことによるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は954千円（前年同期は44,166千円の資金減少）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出1,071千円及び無形固定資産の取得による支出1,416千円が要因であり

ます。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は95,473千円（前年同期は244,064千円の資金減少）となりました。

　これは、配当金の支払額によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、56,176千円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普　通　株　式 47,480,000

計 47,480,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,649,000 10,649,000
ジャスダック

証券取引所
単元株式数100株

計 10,649,000 10,649,000 － －

(注)「提出日現在発行数」欄には、平成21年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。 

　

（２）【新株予約権等の状況】

　会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。　

　①　平成20年６月27日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成21年９月30日）

新株予約権の数（個） 　1,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　　　100,000 (注)１

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり739(注)２

新株予約権の行使期間
平成23年７月１日～

平成26年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　739

資本組入額　370

新株予約権の行使の条件 （注）３～５

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）６

代用払込に関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１.　当社が株式の分割又は株式併合を行う場合は次の算式により調整されるものとする。

ただし、かかる調整には、その時点での対象者が新株予約権を行使していない新株予約権の目的たる株式の

数についてのみ行われるものとする。また、調整により生じる１株未満の株式は切り捨てる。

  調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

２.　当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額の調整をし、調整により生じる１円未

満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

 時価を下回る価額による新株の発行又は自己株式の処分が行われる場合は、次の算式により払込金額を調

整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。
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     新発行株式数×１株当たり払込金額

調整後新株払

込金額
＝
調整前新株払

込金額
×

既発行株式数＋ １株当たり時価

既発行株式数＋新発行株式数

３.　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時においても当社又は当社関係会社の取締役、監査役もしくは

従業員その他これに準ずる地位にあることを要するものとする。

４.　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使日の属する月の前３ヶ月における各日（取引が成立しない日を

除く）の終値の平均値が2,000円以上である場合にのみ権利行使できる。なお、１円未満の端数は切り捨て

る。

５.　新株予約権の質入、その他の処分及び相続は認めない。

６.　新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

　

②　平成21年６月26日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成21年９月30日）

新株予約権の数（個） 　2,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　　　200,000 (注)１

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり719(注)２

新株予約権の行使期間
平成24年７月１日～

平成28年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　719

資本組入額　　360

新株予約権の行使の条件 （注）３～５

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）６

代用払込に関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１.　当社が株式の分割又は株式併合を行う場合は次の算式により調整されるものとする。

ただし、かかる調整には、その時点での対象者が新株予約権を行使していない新株予約権の目的たる株式の

数についてのみ行われるものとする。また、調整により生じる１株未満の株式は切り捨てる。

  調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

２.　当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額の調整をし、調整により生じる１円未

満の端数は切り上げる。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

 時価を下回る価額による新株の発行又は自己株式の処分が行われる場合は、次の算式により払込金額を調

整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

     新発行株式数×１株当たり払込金額

調整後新株払

込金額
＝
調整前新株払

込金額
×

既発行株式数＋ １株当たり時価

既発行株式数＋新発行株式数

３.　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時においても当社又は当社関係会社の取締役、監査役もしくは

従業員その他これに準ずる地位にあることを要するものとする。

４.　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使日の属する月の前３ヶ月における各日（取引が成立しない日

　　を除く）の終値の平均値が2,000円以上である場合にのみ権利行使できる。なお、１円未満の端数は切り捨て

る。

５.　新株予約権の質入、その他の処分及び相続は認めない。

６.　新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 10,649 － 2,669,000 － 667,250

EDINET提出書類

イマジニア株式会社(E04959)

四半期報告書

 9/28



　

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

神藏 孝之 東京都渋谷区 4,503 42.3

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 230 2.2

小笹 義高 神奈川県相模原市 160 1.5

モルガンスタンレーアンドカンパ

ニーインターナショナルピーエル

シー

（常任代理人　モルガン・スタン

レー証券株式会社）　

25 Cabot Square. Canary Wharf.London

E14 4QA England

（東京都渋谷区恵比寿４丁目20番３号）　

119 1.1

坂本 義昭 兵庫県姫路市 100 0.9

坂本 よし子 兵庫県姫路市 100 0.9

玉村 剛史 東京都文京区 94 0.9

中根 昌幸 東京都杉並区 86 0.8

UBS AG LONDON A/C IPB

SEGREGATED CLIENT ACCOUNT

（常任代理人　シティバンク銀行

株式会社）　

AESCHENVORSTADT 48 CH-4002 BASEL

SWITZERLAND

（東京都品川区東品川２丁目３番14号）　

　

80 0.8

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 70 0.7

計 － 5,544 52.1

（注）１.上記のほか当社所有の自己株式722千株(6.8％)があります。

２.上記神藏孝之氏の所有株式数は実質所有株式数であり、平成21年９月30日現在の株主名簿上の株式数は、3,503

千株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は32.9％であります。

３.上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、

230千株であります。なお、それらの内訳は、管理有価証券信託分229千株、投資信託設定分０千株となっておりま

す。

　

EDINET提出書類

イマジニア株式会社(E04959)

四半期報告書

10/28



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    722,300 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  9,925,70099,257 ―

単元未満株式 普通株式      1,000 ― ―

発行済株式総数 10,649,000 ― ―

総株主の議決権 ― 99,257 ―

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

イマジニア

株式会社

東京都新宿区

西新宿二丁目７番

１号

722,300 － 722,300 6.8

計 ― 722,300 － 722,300 6.8

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 540 715 730 727 767 719

最低（円） 478 489 640 632 680 661

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、取締役及び監査役に異動はありま

せん。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,874,777 4,602,025

受取手形及び売掛金 1,156,708 1,296,231

商品及び製品 24,219 35,090

仕掛品 416 1,700

原材料及び貯蔵品 244 244

その他 108,982 1,314,387

貸倒引当金 △43,447 △34,155

流動資産合計 7,121,901 7,215,524

固定資産

有形固定資産 ※1
 72,183

※1
 80,477

無形固定資産

のれん 6,004 12,009

その他 28,928 35,229

無形固定資産合計 34,933 47,238

投資その他の資産

投資有価証券 508,762 538,707

その他 354,932 386,401

貸倒引当金 △48,959 △52,559

投資その他の資産合計 814,735 872,549

固定資産合計 921,852 1,000,265

資産合計 8,043,754 8,215,790

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,671 2,575

営業未払金 491,872 612,523

未払法人税等 117,922 68,897

賞与引当金 18,810 －

その他 111,144 322,895

流動負債合計 747,421 1,006,891

負債合計 747,421 1,006,891
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,669,000 2,669,000

資本剰余金 2,466,023 2,466,023

利益剰余金 2,633,065 2,400,685

自己株式 △448,461 △300,365

株主資本合計 7,319,627 7,235,343

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △23,710 △26,615

評価・換算差額等合計 △23,710 △26,615

新株予約権 415 172

純資産合計 7,296,332 7,208,899

負債純資産合計 8,043,754 8,215,790
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,702,521 2,556,635

売上原価 1,339,435 1,169,976

売上総利益 1,363,086 1,386,659

販売費及び一般管理費 ※1
 756,993

※1
 753,377

営業利益 606,093 633,281

営業外収益

受取利息 8,835 －

有価証券利息 9,803 －

受取配当金 20,023 25,420

投資事業組合運用益 － 221

その他 4,417 14,258

営業外収益合計 43,079 39,900

営業外費用

投資事業組合運用損 10,134 －

為替差損 6,616 12,121

その他 3,466 1,802

営業外費用合計 20,217 13,924

経常利益 628,954 659,257

特別損失

固定資産除却損 － 4,583

投資有価証券評価損 15,612 －

特別損失合計 15,612 4,583

税金等調整前四半期純利益 613,341 654,674

法人税、住民税及び事業税 296,432 125,908

法人税等調整額 △13,255 174,552

法人税等合計 283,177 300,460

四半期純利益 330,164 354,213
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 1,397,388 1,119,548

売上原価 677,024 533,168

売上総利益 720,363 586,379

販売費及び一般管理費 ※1
 392,600

※1
 350,543

営業利益 327,763 235,836

営業外収益

受取利息 5,402 －

有価証券利息 4,406 －

投資事業組合運用益 － 2,883

還付加算金 － 7,119

その他 1,831 4,014

営業外収益合計 11,640 14,016

営業外費用

投資事業組合運用損 7,733 －

為替差損 23,050 10,794

その他 2,251 －

営業外費用合計 33,035 10,794

経常利益 306,368 239,058

特別損失

固定資産除却損 － 4,583

投資有価証券評価損 5,896 －

特別損失合計 5,896 4,583

税金等調整前四半期純利益 300,471 234,475

法人税、住民税及び事業税 182,398 100,527

法人税等調整額 △35,131 23,397

法人税等合計 147,266 123,925

四半期純利益 153,205 110,549
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 613,341 654,674

減価償却費 15,338 14,120

のれん償却額 6,004 6,004

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,953 5,691

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,810 18,810

受取利息及び受取配当金 △38,662 △26,463

為替差損益（△は益） 6,592 12,121

投資有価証券評価損益（△は益） 15,612 －

投資事業組合運用損益（△は益） 10,134 △221

売上債権の増減額（△は増加） △25,505 139,522

たな卸資産の増減額（△は増加） △38,263 12,154

前渡金の増減額（△は増加） 33,005 31,986

仕入債務の増減額（△は減少） 5,628 5,096

営業未払金の増減額（△は減少） △104,487 △120,650

未払金の増減額（△は減少） △189,377 △204,981

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,681 －

その他 10,896 2,450

小計 359,704 550,316

利息及び配当金の受取額 34,005 29,931

法人税等の還付額 20,436 239,805

法人税等の支払額 △294,597 △97,451

営業活動によるキャッシュ・フロー 119,549 722,600

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △8,185 △2,391

投資有価証券の取得による支出 △84,196 △3,654

投資有価証券の売却による収入 － 844,193

無形固定資産の取得による支出 － △3,882

短期貸付けによる支出 △15,000 －

その他 △460 △1,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,842 833,264

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △171,149 △149,899

配当金の支払額 △126,434 △121,091

財務活動によるキャッシュ・フロー △297,583 △270,990

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,592 △12,121

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △292,468 1,272,752

現金及び現金同等物の期首残高 4,937,238 4,602,025

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,644,769

※1
 5,874,777
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 　該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 （1）持分法適用非連結子会社

    ① 持分法適用非連結子会社の変更

       第１四半期連結会計期間より、㈱デルタアーツは実質的に支配して

     いると認められることとなったため持分法適用関連会社から、持分法

     適用非連結子会社としております。

    ② 変更後の持分法適用非連結子会社の数

       １社

（2）持分法適用関連会社

    ① 持分法適用関連会社の変更

       第１四半期連結会計期間より、㈱デルタアーツは実質的に支配して

     いると認められることとなったため持分法適用関連会社から、持分法

     適用非連結子会社としております。

    ② 変更後の持分法適用関連会社の数

       －社

３．会計処理基準に関する事項の変更   工事契約に関する会計基準の適用

　受注制作のソフトウェア（ソフトウェアの請負契約）に係る収益の計上基

準については、従来検収基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する

会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27

日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手

したプロジェクトから、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分につい

て成果の確実性が認められるプロジェクトについては進行基準（進捗率の見

積りは原価比例法）を、その他のプロジェクトについては検収基準を適用し

ております。

　なお、これによる売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　　 前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「受取利息」は、営業外収益の総額の100分の20以下と

なったため、当第２四半期連結累計期間より営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

　　 なお、当第２四半期連結累計期間における「受取利息」の金額は、1,043千円であります。

 　

 （四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　　 前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました営業活動によるキャッシュ・フローの「未払消費税等の

増減額」については、重要性が乏しくなったため、当第２四半期連結累計期間より営業活動によるキャッシュ・フロー

の「その他」に含めて表示しております。

　 　なお、当第２四半期連結累計期間の「その他」に含まれている「未払消費税等の減少額」は、677千円であります。　
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当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第

50号）の適用に伴い、前第２四半期連結会計期間において、「商品」「製品」として掲記されていたものは、当第２四半

期連結会計期間は「商品及び製品」と一括して掲記しております。

なお、当第２四半期連結会計期間に含まれる「商品」「製品」は、それぞれ11,744千円、12,475千円であります。

　　また、前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「貯蔵品」（739千円）は、当第２四半

期連結会計期間は「原材料及び貯蔵品」と一括して掲記しております。

　　なお、当第２四半期連結会計期間に含まれる「貯蔵品」は、244千円であります。

　

（四半期連結損益計算書）

 　 前第２四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「受取利息」は、営業外収益の総額の100分の20以下

　となったため、当第２四半期連結会計期間より営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

　　 なお、当第２四半期連結会計期間における「受取利息」の金額は、707千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により、四半期連結会計期間

又は期首からの累計期間の減価償却費として計上しております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定す

る方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．経過勘定項目の算定方法 　固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理

的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合に、前連

結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当

該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

 126,792千円 

※１．有形固定資産の減価償却累計額

 116,107千円 
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

 ※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

 賞与引当金繰入額 18,810千円 

 支払手数料 258,159千円

 貸倒引当金繰入額 14,553千円

 ※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

 賞与引当金繰入額 18,810千円 

 支払手数料 261,139千円

 貸倒引当金繰入額 9,291千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

 ※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

 賞与引当金繰入額 9,405千円 

 支払手数料 131,068千円

 貸倒引当金繰入額 7,106千円

 ※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

 賞与引当金繰入額 9,405千円 

 支払手数料 113,603千円

 貸倒引当金繰入額 6,167千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１． 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 4,644,769千円

現金及び現金同等物 4,644,769千円

　

※１． 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 5,874,777千円

現金及び現金同等物 5,874,777千円

　

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　10,649千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　 722千株

３．新株予約権等に関する事項

（1）ストック・オプションとしての平成20年新株予約権（親会社） 

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 315千円　

　（注）　権利行使期間の初日が到来しておりません。

 

（2）ストック・オプションとしての平成21年新株予約権（親会社） 

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 99千円　

　　　　　 （注）　権利行使期間の初日が到来しておりません。　
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　　　　４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月13日

取締役会
普通株式 121,833 12平成21年３月31日平成21年６月11日利益剰余金

　

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年10月30日

取締役会
普通株式 99,266 10平成21年９月30日平成21年12月４日利益剰余金

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 

モバイルコ
ンテンツ事
業
（千円）

モバイルコ
マース事業
（千円）

パッケージ
ソフトウェ
ア事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 1,005,794138,024253,5691,397,388 － 1,397,388

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
3,000 8,037 13,477 24,515(24,515) －

計 1,008,794146,062267,0461,421,903(24,515)1,397,388

営業利益 355,30015,193 65,223435,718(107,954)327,763

　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 

モバイルコ
ンテンツ事
業
（千円）

モバイルコ
マース事業
（千円）

パッケージ
ソフトウェ
ア事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 970,91589,769 58,8631,119,548 － 1,119,548

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,500 768 41 5,309 (5,309) －

計 975,41590,537 58,9051,124,858(5,309)1,119,548

営業利益(又は営業損失) 347,380 1,221 (12,120)336,480(100,644)235,836
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　前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 

モバイルコ
ンテンツ事
業
（千円）

モバイルコ
マース事業
（千円）

パッケージ
ソフトウェ
ア事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 2,007,383255,506439,6312,702,521 － 2,702,521

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,500 8,037 13,506 26,044(26,044) －

計 2,011,883263,544453,1382,728,566(26,044)2,702,521

営業利益 687,77826,526 78,068792,373(186,280)606,093

　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 

モバイルコ
ンテンツ事
業
（千円）

モバイルコ
マース事業
（千円）

パッケージ
ソフトウェ
ア事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 2,016,128170,846369,6602,556,635 － 2,556,635

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
9,000 1,152 281 10,433(10,433) －

計 2,025,128171,998369,9422,567,069(10,433)2,556,635

営業利益(又は営業損失) 769,512(2,392)71,129838,249(204,967)633,281

　（注）１．事業の区分方法

 事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

 ２．各区分に属する主要な製品

事業区分 事業内容

モバイルコンテンツ事業 モバイルコンテンツ

モバイルコマース事業 モバイルコマース、キャラクターグッズ製造及びライセンス等

パッケージソフトウェア事業 家庭用ビデオゲーム機向けソフトウェア

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年９月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　　ストック・オプションを付与しておりますが、重要性がないため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 734.98円 １株当たり純資産額 710.02円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 31.28円 １株当たり四半期純利益金額 35.38円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 330,164 354,213

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 330,164 354,213

期中平均株式数（千株） 10,553 10,009

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 14.60円 １株当たり四半期純利益金額 11.13円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
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（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 153,205 110,549

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 153,205 110,549

期中平均株式数（千株） 10,488 9,926

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　　　　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　　　　　リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

平成21年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ）中間配当による配当金の金額・・・・・・・・99百万円

 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・10円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成21年12月４日

 （注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月11日

イマジニア株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　正史　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　伸行　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐山　正則　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイマジニア株式

会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２０年７月１

日から平成２０年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年９月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の

立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イマジニア株式会社及び連結子会社の平成２０年９月３０日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

イマジニア株式会社(E04959)

四半期報告書

27/28



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月11日

イマジニア株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　伸行　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐山　正則　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイマジニア株式

会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２１年７月１

日から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年９月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の

立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イマジニア株式会社及び連結子会社の平成２１年９月３０日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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